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令和３年度大阪府公立学校教員採用選考テスト 

第３次選考筆答テスト 

「高等学校 情報」「支援学校高等部 情報」における問題の誤りの内容について 

 

【大問３】 

 問題の図中に記載したルータ※１A・B に設定した IP アドレス※２に誤りがあった。 
※１ ルータ… 異なるネットワークを接続するための機器。 
※２ IPアドレス… ネットワークに接続されている個々の機器に割振られる番号。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔上図の一部拡大図〕 

 

 

 

 

 

 

コンピュータでは2進数が使われており、上記①～④のIPアドレス（10進数）を２進数に変換すると次のよ

うな32桁の数字になる。 

  ① 172.20.10.2/20 → 1010 1100.0001 0100.0000 0000.0000 0010 

  ② 172.20.15.1/20 → 1010 1100.0001 0100.0000 0101.0000 0001 

  ③ 172.20.10.3/20 → 1010 1100.0001 0100.0000 0000.0000 0011 

  ④ 172.20.10.1/20 → 1010 1100.0001 0100.0000 1010.0000 0001 

 

２進数に変換した①～④の32桁の数字のうち、1桁から20桁までの数字が全て同じであるため、①～④の

IP アドレスは同一のネットワークということになる。（変換前のIPアドレスの後ろの「/20」が、変換後の20桁

までの数字がネットワークアドレス部であることを表す） 

しかし、ルータは「異なるネットワークを接続するための機器」であり、各ルータに同一のネットワークアドレスは設

定できないことから、ネットワーク間の通信ができない構成となっていた。 

 

大問３の小問（１）から（６）のうち、（１）、（２）及び（５）の３問については、ルータ A・B に設定

した IP アドレスに誤りがあったことに起因して、受験者が選択肢の中から正答を選択することができない状況と

なっていた。 
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【小問ごとの検証結果】 

 

（１）解答番号11について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※３ サブネットマスク… IPアドレスをネットワークアドレス部とホストアドレス部に分けるもの。2進数では、IPアドレス

中のネットワークアドレス部分を1とし、ホストアドレス部分を0として表す。 

問題の図中に示されている①～④のIPアドレスの後ろの表記が「/20」ということは、2進数

に変換した20桁までの数字がネットワークアドレス部であることを表しており、以下のように

１桁から20桁まで（ネットワークアドレス部）の数字が「1」であり、21桁から32桁まで

（ホストアドレス部）の数字が「0」となる。 

この2進数の32桁の数字を10進数で表記したものが、サブネットマスクである。 

 

              ２進数 1111 1111.1111 1111.1111 0000.0000 0000 

 

 

 

 

 

 

              10進数 255.255.240.0 

                                      ※参考 

                                       ○2進数 1111 1111. → 10進数 255 

                                       ○2進数 1111 0000. → 10進数 240 

 

サブネットマスクに関する設問であるが、ルータA・Bに設定したIPアドレスに誤りがあったことに起因して、ネットワ

ークがつながらない構成となっていたにも関わらず、そのつながらないネットワーク上のサブネットマスクを選択させる設

問となっていた。 

 

  

 

Ⱡ♇♩꞉כ◒▪♪꜠☻  ⱱ☻♩▪♪꜠☻  

 

β  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%82%B9%E3%83%88%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%AC%E3%82%B9
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（２）解答番号12 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図中の校内用Webサーバ２に設定可能なIPアドレスに関する設問である。設定可能なIPアドレスを判断

する根拠は、図中に示しているIPアドレスである。しかし、そのIPアドレスに誤りがあったため、設定可能なIPアド

レスを選ぶことができない状況となっていた。 

 

 

（５）解答番号15 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の情報を一元管理するために、学校内のネットワークに接続されたすべての端末からアクセスできるファイル

サーバの設置箇所に関する設問である。 

図では、ネットワークがつながらない構成となっており、ファイルサーバを新たにどの位置に設置しても、学校内のネ

ットワークに接続されたすべての端末からファイルサーバへのアクセスを実現することができないため、「解なし」となる。 
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（３）、（４）及び（６）の問題については、ネットワークがつながるかどうかに関わらず解答が可能である。 

 

（３）解答番号13について 

一般的なネットワークに関する用語の定義に関する設問であり、リード文に「内部ネットワークを守るために設置

される緩衝地帯」という定義が記されており、その定義に該当する正しい用語を選択肢から選び解答することがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＤＭＺ：非武装地帯を意味する「De-Militarized Zone」の頭文字を取った略称。外部ネットワーク経由の

攻撃から、内部ネットワークを保護する緩衝地帯のこと。 

     

 

（４）解答番号14について 

一般的なネットワークのセキュリティのために用いる機器に関する設問であり、リード文に「（３）の箇所への分

離をおこなう機器」という機器の機能が記されており、その機能をもつ機器を選択肢から選び解答することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ファイアウォール：企業などの内部ネットワークを、インターネット経由で侵入してくる不正なアクセスから守るため

の機器。 
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（６）解答番号16～20について 

    この設問はRAID技術についての教員と生徒の会話を題材としており、この会話は図と無関係に行われている。

RAID技術に関する知識をもとに、会話中の空所に入る適切な語句や説明文等を選択肢から選び解答すること

ができるため、問題に誤りはない。 

RAID：Redundant Array of Inexpensive Disksの略であり、効率化・事故対策のために複数のハード

ディスクを連動して使用すること。 
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